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　①
広
域
化
は
福
祉

の
切
り
捨
て
と
給
付

の
抑
制
が
狙
い
と
考

え
る
が
、
所
感
は
。

②
所
得
に
占
め
る
国
保

税
の
負
担
が
全
国
平

均
で
約
10
％
と
過
去

最
高
だ
が
、
本
村
の
数

値
と
そ
の
実
態
は
。

③
短
期
保
険
証
と
資
格

証
明
書
の
発
行
数
が

県
内
で
非
常
に
高
い
。

盛
岡
市
で
は
10
％
に

ま
で
減
っ
て
い
る
が
、

見
直
し
の
考
え
は
。

　①
法
の
改
定
で
27

年
度
よ
り
広
域
化
さ

れ
ま
す
が
、大
き
な
枠

組
み
の
中
で
財
政
の
安

定
化
が
図
ら
れ
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

②
本
村
も
全
国
と
ほ
ぼ
同

じ
数
値
で
す
。
所
得
の

減
少
で
10
％
の
数
値

は
負
担
感
が
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

③
盛
岡
市
で
は
、
個
別
訪

問
で
、大
き
く
発
行
数

が
減
少
し
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　
　見
直
し
に
つ
い
て

は
、
納
付
相
談
・
実
態

把
握
に
努
め
て
対
応

し
ま
す
。

給
食
の
民
間
委
託
で
安

全
が
保
証
さ
れ
る
か
。

　①
民
間
委
託
を
26

年
３
月
実
施
で
検
討

中
と
い
う
が
、
何
の
た

め
に
委
託
す
る
の
か
。

②
偽
装
請
負
の
疑
い
が
全

国
で
も
問
題
に
な
っ
た

が
、
見
解
は
。

③
安
全
安
心
に
不
安
が
出

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ど

お
り
直
営
の
考
え
は
。

　①「
行
革
」の
一
環

で
、
効
率
化
の
た
め
に

調
理
・
洗
浄
の
一
部
を

委
託
す
る
も
の
で
す
。

②
委
託
先
の
指
示
を
現

場
責
任
者
に
限
定
す

る
措
置
を
取
り
ま
す
。

③
体
制
に
大
き
な
変
化

は
な
く
、委
託
業
者
も

現
在
と
同
様
の
衛
生

管
理
が
で
き
る
業
者

を
選
定
し
ま
す
。

村
内
の
駅
駐
車
場
の

整
備
・
拡
充
の
考
え
は
。

　①
駅
駐
車
場
の
利

用
状
況
は
。

②
駐
車
場
の
な
い
駅
の
整

備
の
考
え
は
。

③
利
用
状
況
か
ら
見
て
拡

充
の
考
え
は
。

　①
大
釜
・
巣
子
駅

は
９
割
程
度
で
す
。

②
小
岩
井
駅
は
、
整
備
の

基
本
計
画
に
沿
っ
て
進

め
ま
す
。
滝
沢
駅
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

③
利
用
動
向
を
踏
ま
え

て
対
応
し
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の

教
訓
、
ど
う
活
か
す
か
。

　教
訓
は
、
本
部
機

能
の
確
保
、
避
難
所
運

営
の
強
化
、
消
防
団
員

の
安
全
の
確
保
な
ど
。
特

に
も
、
災
害
発
生
時
の
停

電
等
か
ら
役
場
の
対
策

本
部
機
能
を
確
保
す
る

た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
導
入
地
方
公
共

団
体
支
援
基
金
事
業
を

活
用
し
て
太
陽
光
発
電
施

設
を
導
入
し
ま
す
。

　25
年
度
に
同
基
金
事

業
の
1
0
0
％
補
助
で
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　自
治
会
等
の
自
主

防
災
組
織
化
は
ど
う
か
。

　16
年
度
以
来
、
27

自
治
会
中
23
自
治
会
で

組
織
さ
れ
、
残
り
４
自
治

会
に
つ
い
て
も
、
26
年
度

ま
で
に
設
置
で
き
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
の
総
合
防
災

訓
練
の
重
点
は
何
か
。

　元
村
西
地
区
の
け

や
き
の
平
団
地
を
囲
む
山

の
急
斜
面
が
、
今
年
３
月

に
土
砂
災
害
警
戒
区
域

及
び
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
土
砂
災
害
の
防

災
に
重
点
を
置
き
、
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

　小
中
学
校
の
防
災

見
直
し
は
ど
う
か
。

　今
年
度
新
規
に「
小

中
学
校
メ
ー
ル
配
信
事

業
」を
実
施
し
、
学
校
が

直
接
保
護
者
に
連
絡
事

項
を
発
信
で
き
る
体
制
を

確
立
し
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
津

波
復
興
基
金
事
業
補
助
金

（
き
ず
な
基
金
）の
実
績
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　現
在
ま
で
に
４
件

１
５
５
万
３
千
５
百
円
の

申
請
で
２
件
の
み
交
付
決

定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

周
知
図
り
積
極
的
な
活

動
に
つ
な
げ
ま
す
。
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国
保
の
広
域
化
は
福
祉
の

切
り
捨
て
で
は
な
い
か

３
・
11
の
経
験
通
じ

　
　
　防
災
体
制
の
改
善
は

大
き
な
枠
組
み
に
よ
り
保
険

財
政
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る

役
場
に
太
陽
光
発
電
導
入
し

　
　
　
防
災
本
部
機
能
を
強
化
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　①
放
射
性
物
質
の

不
安
解
消
の
た
め
に

食
品
の
検
査
体
制
と
、

村
民
が
自
由
に
測
定

を
依
頼
で
き
る
機
器

の
整
備
な
ど
、
ど
の
よ

う
に
強
化
す
る
の
か
。

②
学
校
と
と
も
に
保
育

園
、
幼
稚
園
給
食
の
検

査
体
制
は
。

③
畜
産
農
家
は
事
故
以

来
、
牧
草
の
利
用
自
粛

に
戸
別
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
安
心
・
安
全
の

立
場
か
ら
も
村
内
統

一
で
取
組
む
べ
き
と
考

え
ま
す
が
ど
う
か
。

④
相
の
沢
牧
野
の
放
牧
、

採
草
地
の
利
用
自
粛

に
よ
る
影
響
と
今
後

の
除
染
計
画
は
。

　①
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
協
会
、農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
で
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　村
内
の
農
産
物
、山

菜
い
ず
れ
も
基
準
以
下

と
確
認
し
て
い
ま
す
。

②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

測
定
器
を
配
備
し
、合

わ
せ
て
地
場
農
産
物

を
中
心
に
希
望
す
る

保
育
園
、幼
稚
園
も
実

施
し
ま
す
。

③
村
内
28
戸
の
農
家
が

牧
草
の
利
用
自
粛
を

し
て
い
ま
す
。
安
全
性

を
考
え
た
場
合
、
す
べ

て
の
草
地
で
除
染
対
応

は
必
要
で
す
が
、対
象

が
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
ぶ
こ
と
か
ら
も
数

年
か
か
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

④
影
響
額
は
放
牧
、牧
草

の
販
売
収
入
合
わ
せ
て

２
５
０
万
の
減
収
と
な

り
ま
す
。
除
染
対
応
は

耕
転
機
械
を
購
入
し
、

自
力
施
工
し
ま
す
。

子
ど
も
・
新
シ
ス
テ
ム

の
考
え
は　現

在
の
保
育
所
制

度
を
定
め
て
い
る
児
童
福

祉
法
24
条
に
基
づ
く
市

町
村
の
保
育
実
施
義
務

が
な
く
な
り
、
公
的
保
育

制
度
を
な
く
し
、
市
場
化

に
道
を
開
く
考
え
で
す
。

　ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
、
考
え
て
い
る
の
か
。

　全
て
の
子
ど
も
に

良
質
な
生
育
環
境
を
社

会
全
体
で
支
援
し
、
幼
保

の
一
元
化
を
図
り
、制
度
・

財
源
を
一
体
的
に
提
供
し

ま
す
。

　子
ど
も
園
の
基
準
は
市

町
村
が
条
例
で
定
め
、
保

護
者
は
自
ら
施
設
を
選

択
し
、利
用
料
は
応
能
負

担
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
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　観
光
に
つ
い
て
以

前
に
も
質
問
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
調
査
・
研
究

は
ど
の
様
に
進
ん
で
い
る

か
伺
い
ま
す
。

①
文
化
財
の
紹
介
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
周
知
は
。

②
村
内
外
の
人
を
対
象

に
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
の
ツ

ア
ー
の
企
画
は
。

③
学
生
な
ど
若
者
の
視

点
で
新
し
い
観
光
の

宝
を
探
す
企
画
は
。

④
子
ど
も
達
に
滝
沢
の
魅

力
を
体
験
さ
せ
る
企

画
は
。

⑤
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
は
。

　①
広
報
た
き
ざ
わ

４
月
号
か
ら
文
化
財

を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
他
村
・
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

更
に
種
々
の
祭
等
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ

で
周
知
し
て
い
ま
す
。

②
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
り
住
民
対
象
に

８
月
下
旬
の
日
曜
日
に

開
催
予
定
で
す
。

③
現
在
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
各
地
域
で
地
元

に
精
通
す
る
人
の
集

ま
り
を
持
ち
、宝
探
し

の
基
礎
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

④
文
化
財
紹
介
の
パ
ネ
ル

を
村
内
小
中
学
校
に

貸
し
出
す
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

⑤
東
北
観
光
博
の
開
催

に
伴
い
、
職
員
一
人
と

観
光
協
会
職
員
二
人

が
旅
の
案
内
人
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
に
検
討
し

ま
す
。

　第
二
次
食
育
推
進
計

画
の
進
行
状
況
は

　①
食
育
推
進
の
日

の
周
知
の
取
組
み
は
。

②
地
場
産
品
を
使
っ
た
ア

イ
デ
ア
料
理
・
郷
土
料

理
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
企

画
は
。

　①
学
校
給
食
の
献

立
表
と
村
広
報
お
知

ら
せ
版
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　各
学
校
に
は
ノ
ボ
リ

を
２
本
ず
つ
配
布
し
、

活
用
し
て
い
ま
す
。

②
昨
年
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー

ト
を
使
用
し
た
作
品

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
推
進
に

努
め
ま
す
。
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放
射
性
物
質
の

　
　測
定
・
検
査
体
制
は

文
化
財
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　周
知
方
法
は

村
内
の
農
産
物
は

　
　
　
基
準
値
以
下
と
確
認

広
報
た
き
ざ
わ
で

　
　
　
　
　
順
次
紹
介
し
ま
す

桜井 博義議員

佐藤 美喜子議員

日本共産党

新志会




